





















































































Classroom”と定義し」（Lage and others 2000, p. 32）実践を始めた。
Bakerは、教室内での講義時間を減らし、授業外学習時に講義資料の閲覧
や議論の掲示板をオンラインで行い、教室内ではアクティブ・ラーニングを
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表 1 学生による授業評価結果
学生による授業評価 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度
終試験受験者数 40 26 39 71 13 8 66 121
回答者数 31 23 37 62 10 8 66 91
担当者が学生の理解度を確認しながら
この授業を進める工夫をしていた
4.4 3.3 3.8 3.5 4.3 4.1 3.6 3.9
⑸そう思う 61.3 34.8 47.2 33.9 60 25 22.7 37.4
⑷どちらかというとそう思う 22.6 17.4 16.7 22.6 20 62.5 37.9 37.4
⑶どちらともいえない 9.7 17.4 16.7 19.4 10 12.5 21.2 12.1
⑵どちらかというとそうは思わない 6.5 8.7 5.6 8.1 10 15.2 7.7
⑴そう思わない 21.7 13.9 14.5 3 5.5
全体としてこの授業に満足している 4.3 3.7 3.8 3.4 4.3 4.5 3.6 3.6
⑸そう思う 51.6 34.8 44.4 21 50 50 21.2 23.1
⑷どちらかというとそう思う 29 34.8 19.4 33.9 40 50 36.4 37.4
⑶どちらともいえない 16.1 13 19.4 21 24.2 25.3
⑵どちらかというとそうは思わない 3.2 4.3 5.6 12.9 10 13.6 7.7
⑴そう思わない 13 11.1 11.3 4.5 6.6
授業の出席状況（下記番号の平均） 4.5 4.7 4.5 4.6 4.7 4.5 4.8 4.7
⑸100％ 58.1 73.9 63.9 70.9 70 62.5 77.3 78.0
⑷99％～80％ 38.7 26.1 30.6 21 30 25 21.2 19.8
⑶79％～60％ 3.2 0 8.1 12.5 1.5 1.1
⑵59％～50％ 5.6 1.1
⑴50％未満 0 0.0
時間外学修平均（下記番号の平均） 2.6 3.2 2.9 2.6 3.3 3.1 3.5 4.0
⑸３時間以上 3.3 13 11.1 8.6 13.6 36.3
⑷２時間以上３時間未満 13.3 21.7 13.9 5.2 50 25 34.8 29.7
⑶１時間以上２時間未満 33.3 34.8 38.9 36.2 30 62.5 36.4 27.5
⑵１時間未満 40 30.4 27.8 34.5 20 12.5 15.2 5.5
⑴０時間 10 8.3 15.5 0.0
この授業に積極的に取り組んだ 3.8 4.3 4 4 4.5 4.4 3.9 4.2
⑸そう思う 31 52.2 47.1 41.9 50 37.5 24.2 39.6
⑷どちらかというとそう思う 37.9 26.1 26.5 24.2 50 62.5 48.5 46.2
⑶どちらともいえない 13.8 17.4 11.8 25.8 22.7 7.7
⑵どちらかというとそうは思わない 17.2 4.3 8.8 3.2 4.5 4.4
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